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安
静
時
に
脳
内
の
す
べ
て
の
結
合

を
明
ら
か
に
す
る
コ
ネ
ク
ト
ー
ム

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
：
神
経
系
内
の
各

要
素

—

ニ
ュ
ー
ロ
ン
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン

群
、 

領
野
な
ど

—

の
間
の
詳
細
な
接
続

状
態
を
表
し
た
地
図
）を
示
す
機
能
性

核
磁
気
共
鳴
画
像
研
究
が
最
近
出
て

き
ま
し
た
。

　

研
究
①
は
、
島
皮
質
を
中
心
に
結
合

性
を
検
討
し
た
研
究
で
す（S

harp P
D

 

ら、
2018

）。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
群

と
対
照
群
を
比
較
し
た
研
究
で
す
。
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
群

は
、脳
ト
レ
・
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
10
回
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

28
回
、
そ
し
て
70
分
の

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
10
回

や
っ
て
い
ま
す
。
対
照

群
は
脳
ト
レ
・
セ
ッ

シ
ョ
ン
20
回
と
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
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右島皮質

左島皮質 右島皮質

A

B

を
28
回
う
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全

脳
単
位
で
見
た
場
合
に
は
両
群
間
に

は
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
右
の
島
皮
質
と
い
う

側
頭
葉
の
深
部
に
位
置
す
る
部
位
を

中
心
に
し
て
各
脳
部
位
と
の
結
合
性

を
見
た
時
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
群
で

は
各
部
位
と
の
結
合
性
が
対
照
群
よ

り
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
群
で
は
右
島
と
の
結

合
が
新
た
に
は
っ
き
り
し
て
き
ま
し

た（
図
１
）。

⑧ 

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
脳
内
の
結
合
性
を
高
め
る
か

図1 A：マインドフルネス実施前、
　　マインドフルネス実施後のコネクトーム

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
臨
床
効
果
と
脳
科
学 
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で
は
、
い
っ
た
い
、
島
皮
質
に
は
ど

の
よ
う
な
働
き
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
島
皮
質
前
部
は
嗅
覚
、
味
覚
、
内

臓
自
律
系
、
及
び
辺
縁
系
の
機
能
に
関

わ
り
、
島
皮
質
後
部
は
聴
覚
、
体
性
感

覚
、
骨
格
運
動
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
感
覚
の
重
要
な
部

分
の
み
を
取
り
出
し
て
、
こ
の
感
覚
的

体
験
を
も
と
に
し
て
情
動
を
生
み
出

し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
島
皮
質
の
結
合

性
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
の
一
つ
は
、

自
分
の
感
情
へ
の
気
づ
き
が
高
ま
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ま
さ
に

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
基
本
的
な
効

果
で
す
。
自
分
の
感
情
へ
の
気
づ
き
が

高
ま
れ
ば
、
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
上

手
に
な
り
、
怒
り
の
心
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
ま
た
、
最
近
の
脳
画
像

研
究
で
は
、
島
皮
質
は
痛
み
の
体
験
や

喜
怒
哀
楽
や
不
快
感
、
恐
怖
な
ど
の
基

礎
的
な
感
情
の
体
験
に
重
要
な
役
割

を
持
つ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
前
回
第
98
回
で
述
べ
た
よ
う
に
痛

み
の
感
覚
を
和
ら
げ
る
作
用
に
も
関

係
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
92
回
で
は

扁
桃
体
と
関
係
し
て
腹
が
立
た
な
い

効
果
を
記
し
ま
し
た
が
、
島
皮
質
は
扁

桃
体
と
も
密
接
に
連
絡
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
別
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
直
感
や

感
情
に
基
づ
い
た
意
思
決
定
を
す
る

場
合
に
も
島
皮
質
が
関
係
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す（大

平、
2015

）。

で
す
か
ら
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
す

る
こ
と
で
、
よ
り
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

「
一
目
ぼ
れ
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

研
究
②
で
は（T

arenら、
2017

）、

35
人
を
、
3
日
間
の
強
力
な
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
訓
練
を
し
た
人
と
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
し
た
人
に
分
け
、

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
の
セ
ン
タ
ー

と
い
わ
れ
て
い
る
左
背
外
側
前
頭
前

野
と
脳
内
各
部
位
と
の
結
合
性
を
調

べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
に
比
べ
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
訓
練
で
結
合
性
の
高
か
っ
た
の

は
図
2
の
よ
う
な
部
位
で
し
た
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
短
期
間
で
も
強
力

な
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
訓
練
で
あ
れ

ば
、
注
意
力
、
ワ
ー

キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
、

認
知
機
能
が
上
達

す
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

研
究
③
は（G

o-

tinkら、
2016

）、

8
週
間
の
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
訓
練

が
長
期
間
の
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
訓

練
で
得
ら
れ
る
よ

う
な
脳
変
化
を
示

す
か
ど
う
か
を
30

の
研
究
の
結
果
を

マインドフルネスの臨床効果と脳科学

メ
タ
分
析
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
結

果
、
前
頭
前
野
、
帯
状
回
皮
質
、
島
皮

質
お
よ
び
海
馬
で
は
脳
の
活
性
、
体
積

の
増
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ス

ト
レ
ス
や
不
安
の
あ
る
人
で
も
健
康

人
に
お
い
て
も
そ
う
で
し
た
。
し
か

し
、
扁
桃
体
だ
け
は
活
性
が
低
下
し
、

（
扁
桃
体
の
機
能
を
抑
制
す
る
）前
頭

前
野
と
の
結
合
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
情
動
刺
激
に
よ
る
扁
桃

体
の
神
経
活
性
の
増
加
は
減
少
し
て

い
ま
し
た（
図
3
）。
前
頭
前
野
の
活
性

増
加
は
注
意
制
御
、
自
己
認
識
、
お
よ

び
将
来
展
望
の
増
進
に
つ
な
が
り
、
島

皮
質
の
活
性
増
加
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
知
覚
と
運
動
制
御
、
自
己
認
識
、

内
受
容
知
覚
、
対
人
関
係
の
改
善
と

関
係
し
ま
す
。
そ
し
て
、
扁
桃
体
の

活
性
減
少
は
陰
性
情
動
を
抑
止
し
、

ス
ト
レ
ス
の
低
減
に
貢
献
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
見
て
き
た
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
訓
練
に
よ
る
脳
変
化
は
短
期
的

な
訓
練
で
も
測
定
可
能
な
ほ
ど
の
変

化
を
生
じ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
扁
桃

体
は
長
期
瞑
想
を
し
な
く
て
も
8
週

間
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
変
化
し
や
す
い
部

位
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
し

た
皆
さ
ん
が
最
初
に
気
づ
く
自
己
変

化
で
腹
が
立
た
な
く
な
っ
た
と
い
う

⑧ マインドフルネスは脳内の結合性を高めるか

図2 短期間の強力なマインドフルネス訓練によりワーキングメ
モリーの中心である左背外側前頭前野との結合性が高まっ
た場所と機能

図3 A：脳の冠状断、B：矢状断、C：水平断、D：右外側
　　ブルー：前頭前野、黄：海馬、緑：扁桃体、
　　赤：その他の活性増加部位

訴
え
と
一
致
し
ま
す
。
た
だ
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
効
果
は
続
け
て
行
わ
な

い
と
ま
た
元
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
効
果
が
ほ
ん
と
う
に
固
定
す
る

の
は
年
余
に
わ
た
り
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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〈
岸
本
智
数
略
歴
〉

一
九
七
三
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
一
九

九
六
年
東
京
大
学
農
学
部
農
芸
化
学
科

卒
業
。
二
〇
〇
二
年
福
井
医
科
大
学
医

学
部
医
学
科
（
現
、
福
井
大
学
）
卒
業
。

京
都
府
立
医
科
大
学
付
属
病
院
精
神
神

経
科
、
同
大
学
院
、
明
石
市
立
市
民
病

院
心
療
内
科
・
精
神
科
、
宇
治
お
う
ば

く
病
院
精
神
科
を
経
て
、
二
〇
一
八
年

一
月
か
ら
、
な
ご
や
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
。

　

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
は
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
血
管
性
認

知
症
と
と
も
に
三
大
認
知
症
と
呼
ば

れ
る
認
知
症
で
あ
る
。
注
意
や
意
識

の
覚
醒
レ
ベ
ル
が
変
動
す
る
動
揺
性

の
認
知
機
能
障
害
、
幻
視
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
症
状
、
レ
ム
期
睡
眠
行
動
異

常
症
、
抗
精
神
病
薬
に
対
す
る
過
感

受
性
、
繰
り
返
す
転
倒
や
失
神
、
自

律
神
経
症
状
な
ど
が
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
疾
患
概
念
は
、
1
9
8
0
年
に

小
阪
憲
司
先
生
ら
が
提
唱
し
た
び
ま

ん
性
レ
ビ
ー
小
体
病
を
、
基
礎
と
し

て
い
る
。
レ
ビ
ー
小
体
と
は
、
神
経

細
胞
内
に
み
ら
れ
る
異
常
な
円
形
状

の
構
造
物
で
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン

生
ま
れ
の
神
経
学
者
で
あ
る
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
ヘ
ン
リ
ー
・
レ
ビ
ー
に
よ

り
初
め
て
発
見
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
出

生
時
の
名
前
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
レ
ヴ
ィ
で
あ
っ
た
が
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
を
逃
れ
て
ア
メ
リ

カ
へ
移
住
し
た
際
に
、
前
述
に
改
名

し
た
と
い
う
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
も

レ
ビ
ー
小
体
が
関
係
す
る
疾
患
で
あ

る
。レ
ビ
ー
小
体
の
主
要
成
分
は
α-

シ
ヌ
ク
レ
イ
ン
と
い
う
物
質
で
あ
る

が
、
こ
の
物
質
の
正
常
機
能
は
ほ
と

ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
頻
度

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
75
歳

以
上
の
一
般
住
民
を
対
象
と
し
た
研

究
に
お
い
て
22
%
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
住
民
に
お
け

る
報
告
で
は
10
・
9
%
で
あ
っ
た
。

日
本
の
久
山
町
研
究
で
は
、
地
域
住

民
に
お
け
る
剖
検
例
で
22
・
5
%
、

認
知
症
剖
検
例
で
は
41
・
4
%
で

あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
に
お
け
る
、「
認
知
症

を
伴
う
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
」
の
発
症

要
因
は
、
年
齢
、
高
齢
、
発
症
年
齢

が
高
齢
、
罹
病
期
間
が
長
い
こ
と
、

在
宅
よ
り
も
施
設
入
所
、幻
覚
症
状
、

認
知
症
の
家
族
歴
、
う
つ
症
状
、
精

神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
レ
ム
期
睡
眠
行
動
異

常
症
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
で
は
、

数
年
以
内
に
軽
度
認
知
機
能
障
害
ま

た
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
発
症
す
る

危
険
性
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。

　

前
述
の
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の

症
状
の
中
で
、
幻
覚
が
多
く
み
ら
れ

る
こ
と
が
こ
の
認
知
症
の
大
き
な
特

徴
で
あ
る
。
1
4
5
例
の
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
の
精
神
症
状
を
詳
細
に

検
討
し
た
長
濱
康
弘
先
生
の
総
説
に

よ
る
と
、
幻
覚
が
80
・
7
%
、
子
供

を
配
偶
者
に
間
違
え
る
な
ど
の
人
物

誤
認
や
「
誰
か
が
2
階
に
住
ん
で
い

る
」
な
ど
幻
の
同
居
人
を
訴
え
る
誤

認
が
51
・
0
%
、
妄
想
が
26
・
9
%
、

不
安
や
焦
燥
を
含
む
気
分
障
害
が

47
・
6
%
で
あ
る
。
特
に
高
齢
者
で

生
じ
や
す
い
幻
覚
は
、
特
に
人
物
の

幻
視
が
多
く
、
次
い
で
動
物
や
虫
が

見
え
る
。
幻
視
は
60
～
70
%
に
み
ら

れ
、「
知
ら
な
い
子
供
達
が
遊
び
に

き
て
い
た
」「
屋
根
の
上
に
サ
ル
が

3
匹
い
て
赤
い
口
を
開
け
て
い
る
」

「
緑
の
蛇
が
3
匹
、
カ
ー
テ
ン
レ
ー

ル
に
沿
っ
て
う
ご
め
い
て
い
る
」
な

ど
、
具
体
的
で
し
ば
し
ば
動
き
を

伴
っ
て
生
々
し
く
語
ら
れ
る
。
し
か

し
、
統
合
失
調
症
や
妄
想
性
障
害
で

み
ら
れ
る
幻
視
や
妄
想
と
異
な
り
、

幻
視
で
見
え
る
も
の
が
患
者
さ
ん
に

対
し
て
攻
撃
的
な
行
動
を
示
す
こ
と

は
少
な
く
、
患
者
さ
ん
は
そ
れ
ら
に

対
し
て
恐
怖
心
な
ど
を
持
た
な
い
こ

と
が
多
い
。
壁
の
シ
ミ
が
虫
に
見
え

た
り
、
植
木
が
人
物
の
姿
や
動
物
の

顔
に
見
え
る
錯
覚
も
し
ば
し
ば
み
ら

れ
る
。
幻
聴
は
6
・
2
%
と
低
い
。

体
感
幻
覚
、
幻
嗅
、
幻
味
の
報
告
も

あ
る
。

　

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
経
過
中

に
う
つ
状
態
を
呈
す
る
こ
と
は
多
い

が
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
と
診
断

さ
れ
る
前
の
前
駆
段
階
か
ら
う
つ
状

態
が
高
率
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
た

め
、
高
齢
発
症
の
う
つ
病
と
鑑
別
困

難
な
場
合
が
少
な
く
な
い
。
水
上
勝

義
先
生
ら
の
検
討
で
は
、
50
歳
以
上

で
発
症
し
大
う
つ
病
の
診
断
で
入

院
し
た
患
者
さ
ん
の
13
・
8
%
が
レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
と
診
断

変
更
さ
れ
た
。
ま
た
、レ
ビ
ー

小
体
型
認
知
症
と
診
断
さ
れ

る
前
に
、
お
よ
そ
半
数
の
患

者
さ
ん
が
う
つ
病
と
診
断
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
身
体

の
異
常
感
覚
を
訴
え
身
体
表

現
性
障
害
と
診
断
さ
れ
た
例

や
、
被
害
妄
想
や
幻
覚
な

ど
に
よ
り
妄
想
性
障
害
と

診
断
さ
れ
、
そ
の
後
レ
ビ
ー

小
体
型
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
例

も
あ
る
。
診
断
は
、
運
動
症
状
の

評
価
、
血
液
検
査
、
認
知
機
能
評
価
、

M
R
I
や
S
P
E
C
T
、
D
a
T

-

S
C
A
N
、
1
2
3
I

-

M
I
B
G

心
筋
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
を
総

合
的
に
行
う
。
認
知
機
能
検
査
に
お

い
て
、
文
字
や
図
形
な
ど
を
描
く
視

覚
的
な
処
理
を
要
す
る
課
題
が
う
ま

く
で
き
な
い
傾
向
が
し
ば
し
ば
認
め

ら
れ
る
。

　

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
患
者
さ

ん
に
は
、
幻
覚
や
妄
想
に
対
す
る
不

安
や
戸
惑
い
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、

ま
た
う
つ
症
状
も
高
頻
度
に
み
ら

れ
、
時
に
は
希
死
念
慮
を
呈
す
る
こ

と
も
あ
る
。
注
意
や
覚
醒
レ
ベ
ル
の

変
動
を
伴
う
動
揺
性
の
認
知
機
能
障

害
が
あ
り
、
了
解
が
悪
い
と
き
に
無

理
に
誘
導
す
る
と
攻
撃
的
な
言
動
を

誘
発
す
る
こ
と
も
あ
る
。
幻
覚
な
ど

に
つ
い
て
家
族
に
は
見
え
な
い
こ

と
を
伝
え
て
も
納
得
し
な
い
よ
う

な
ら
専
門
医
に
相
談
す
る
こ
と
が

勧
め
ら
れ
る
。
家
族
の
心
労
も
非

常
に
大
き
い
認
知
症
で
あ
り
、
介

護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

も
勧
め
ら
れ
る
。

参
考
書

認
知
症
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク　

医
学
書
院

認
知
症　

最
新
医
学
社

医療法人 和楽会  なごやメンタルクリニック院長

岸　本　 智　数

レビー小体型認知症

レビー小体
Kenji Kosaka : Proc JpnAcad Ser 
B Phys Biol Sci. 2014 Oct 
10; 90(8): 301–306.より引用
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〈
山
中  

学
略
歴
〉

一
九
九
一
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
。

東
京
大
学
心
療
内
科
、
東
京
女
子
医
科

大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー
准
講
師
・
内
科

医
局
長
を
経
て
、
二
〇
一
九
年
五
月
よ

り
横
浜
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
。

心
療
内
科
・
神
経
科 

赤
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
一
九
九
七
年
よ
り
診
療
。

　

柚
月
裕
子
の
『
慈
雨
』
が
面
白
か
っ

た
の
で
、
次
に
『
臨
床
真
理
』
を
読
ん

で
、
ま
あ
、
デ
ビ
ュ
ー
作
だ
か
ら
な

あ
と
考
え
て
い
て
、
同
じ
く
臨
床
心

理
士（
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
）が
主
人
公

の
ミ
ス
テ
リ
と
い
う
こ
と
で
、
ジ
ョ

ナ
サ
ン
・
ケ
ラ
ー
マ
ン
の
ア
レ
ッ
ク

ス
・
デ
ラ
ウ
ェ
ア
シ
リ
ー
ズ
を
思
い

出
し
た
。
1
9
9
0
年
代
に
は
、
新

潮
文
庫
か
ら
年
に
1
作
ず
つ
の
ペ
ー

ス
で
翻
訳
が
出
て
い
て
、
出
る
た
び

に
読
ん
で
い
た
。
33
歳
で
リ
タ
イ
ア

し
た
小
児
専
門
の
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト

で
あ
る
ア
レ
ッ
ク
ス
が
、
ロ
ス
ア
ン

ジ
ェ
ル
ス
を
舞
台
に
刑
事
マ
イ
ロ
と

と
も
に
、
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
て
は

解
決
し
て
い
く
シ
リ
ー
ズ
は
、
著
者

自
身
も
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
で
あ
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
専
門
分
野
で
あ
る
精

神
医
学
や
心
理
学
に
か
か
わ
る
テ
ー

マ
が
多
い
の
だ
が
、
途
中
か
ら
、『
少

女
ホ
リ
ー
の
埋
も
れ
た
怒
り
』
は

P
T
S
D
、『
デ
ヴ
ィ
ル
ズ
・
ワ
ル
ツ
』

は
代
理
人
に
よ
る
ミ
ュ
ン
ヒ
ハ
ウ
ゼ

ン
症
候
群
、
と
い
う
具
合
に
、
当
時

は
目
新
し
く
は
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど

も
、
こ
い
つ
は
D
S
M
で
も
め
く
り

な
が
ら
、
次
は
こ
の
病
気
で
行
こ
う

と
か
考
え
て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と

思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と

食
傷
気
味
に
な
っ
て
、
奥
さ
ん
で
あ

る
フ
ェ
イ
・
ケ
ラ
ー
マ
ン
の
評
価
の

方
が
高
く
な
っ
て
き
た
感
じ
で
、
そ

の
う
ち
に
翻
訳
が
出
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

数
年
前
に
、
息
子
の
ジ
ェ
シ
ー
・

ケ
ラ
ー
マ
ン
の
翻
訳
が
ち
ょ
っ
と
話

題
に
な
っ
て
い
て
、「
家
業
が
ミ
ス
テ

リ
作
家
か
よ
！
」
と
思
っ
た
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
読
ん
で
は
い
な
い
。

　

今
回
、
検
索
し
て
み
る
と
、
ア
レ
ッ

ク
ス
・
デ
ラ
ウ
ェ
ア
シ
リ
ー
ズ
の
翻

訳
は
14
作
目
の
『
マ
ー
ダ
ー
・
プ
ラ

ン
』
で
止
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
実

は
そ
の
後
も
毎
年
新
作
が
出
て
い

て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
れ
な
り
に
売

れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

2
0
2
0
年
の
2
月
に
は
シ
リ
ー
ズ

35
作
目
で
あ
る
『T

he M
useum

 of 

D
esire

』
が
出
版
予
定
で
あ
る
と
い

う
。
ア
レ
ッ
ク
ス
は
何
歳
に
な
っ
た

設
定
な
ん
だ
ろ
う
か
。
リ
ス
ト
を

眺
め
る
と
『O

bsession

』（
2
0
0
7

年
）、『C

om
pulsion

』（
2
0
0
8
年
）、

と
あ
っ
て
、O

bsessive C
om
pulsive 

D
isorder

で
強
迫
症（
O
C
D
）
な
の

で
、
相
変
わ
ら
ず
D
S
M
を
め
く
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
大
き
な
枝
が
折
れ
る
時
』（1
9
8
5

年
、
翻
訳
は
1
9
8
6
年
サ
ン
ケ
イ

文
庫
、
1
9
8
9
年
扶
桑
社
ミ
ス
テ

リ
ー
文
庫
）は
、「
B
O
O
K
」
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
引
用
す
る
と
「
陽
光
あ
ふ
れ

る
、〈
地
上
の
楽
園
〉南
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
、ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
。
し
か
し
、

繁
栄
を
謳
歌
す
る
そ
の
社
会
の
裏
側

は
頽
廃
に
満
ち
満
ち
て
い
る
―
。
小

児
専
門
の
精
神
科
医
と
い
う
激
務
か

ら
リ
タ
イ
ア
し
た
33
歳
の
「
ぼ
く
」、

ア
レ
ッ
ク
ス
・
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
も
と

に
、
親
友
の
刑
事
マ
イ
ロ
か
ら
、
殺

人
事
件
の
捜
査
協
力
が
持
ち
込
ま
れ

た
。
サ
ン
セ
ッ
ト
・
ブ
ル
ヴ
ァ
ー
ド

の
高
級
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
で
精
神
科

医
と
女
が
惨
殺
さ
れ
た
の
だ
。
目
撃

し
て
い
た
は
ず
の
少
女
は
怯
え
て
証

言
し
よ
う
と
し
な
い
。
ア
レ
ッ
ク
ス

と
刑
事
マ
イ
ロ
が
探
る
、
殺
さ
れ
た

男
の
意
外
な
過
去
は
、
周
囲
の
人
々

の
呪
わ
れ
た
部
分
を
も
暴
き
出
し
て

い
く
―
。
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
の
正
統
、

ロ
ス
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
伝
統
を
受

け
継
ぐ
大
型
新
人
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ケ

ラ
ー
マ
ン
が
89
年
度
ア
メ
リ
カ
探
偵

小
説
ク
ラ
ブ
最
優
秀
処
女
長
編
賞
を

受
賞
し
た
衝
撃
的
デ
ビ
ュ
ー
作
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
、
久
し
ぶ
り
に
再
読
し
た
が
、

十
分
楽
し
め
た
。
ど
こ
が
お
も
し
ろ

か
っ
た
か
、『
臨
床
真
理
』
を
読
ん
で
、

ど
う
し
て
思
い
出
し
た
の
か
書
い
て

し
ま
う
と
、
ネ
タ
バ
レ
に
な
り
そ
う

な
の
で
、
瑣
末
な
こ
と
を
い
く
つ
か
。

　

ラ
ス
ト
で
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た

ア
レ
ッ
ク
ス
が
、
あ
る
医
学
的
知
識

か
ら
最
後
の
謎
解
き
を
す
る
場
面
に
、

初
読
時
、
医
学
生
だ
っ
た
私
は
シ
ビ

レ
て
、
そ
れ
で
シ
リ
ー
ズ
を
読
み
続

け
た
と
い
う
こ
と
を
、
今
回
、
思
い

出
し
た
。

　

翻
訳
は
詩
人
の
北
村
太
郎
で
、
扶

桑
社
版
の
解
説
で
も
絶
賛
さ
れ
て
い

る
が
、
非
常
に
読
み
や
す
い
文
章
で

あ
る
。
北
村
太
郎
に
つ
い
て
は
、
ね

じ
め
正
一
の
小
説
『
荒
地
の
恋
』
に
詳

し
い
。
小
説
で
は
、
新
聞
社
の
校
閲

部
の
職
を
辞
し
た
北
村
は
、
生
活
の

た
め
に
翻
訳
の
仕
事
を
次
か
ら
次
へ

と
引
き
受
け
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
中
の
1

作
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

ア
レ
ッ
ク
ス
の
職
業
は
「
小
児
臨
床

心
理
医
」
と
さ
れ
て
お
り
、
解
説
な
ど

で
も「
医
師
」「
小
児
精
神
科
医
」と
さ

れ
て
い
る
が
、
医
師
で
は
な
く
、
サ

イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
で
あ
る
。
当
時
だ
と
、

サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
は
「
心
理
学
者
」
と

訳
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
の
で
、
病
院
に

勤
務
し
、
治
療
も
お
こ
な
う
、
と
い

う
こ
と
で
「
臨
床
心
理
医
」
と
い
う
訳

語
に
な
っ
た
の
か
な
と
思
わ
れ
る
。

『
大
き
な
枝
が
折
れ
る
時
』
の
原
文
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
は
い
な
い
の
で
、

正
確
な
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
の
だ

が
、
北
村
の
翻
訳
で
は
「
精
神
科
医
」

と
「
臨
床
心
理
医
」
は
き
ち
ん
と
訳
し

分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
、
作

中
の
会
話
で
は
、
ア
レ
ッ
ク
ス
の
「
自

分
は
精
神
科
医（S

hrink

）で
は
な
く
、

サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
だ
」
と
い
う
プ
ラ
イ

ド
が
見
え
隠
れ
し
て
い
て
、
興
味
深

か
っ
た
。

　

タ
イ
ト
ル
の
「
大
き
な
枝
が
折
れ
る

時
」
は
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
子
守
歌
の
一

節
で
、
木
の
枝
に
吊
る
さ
れ
た
ゆ
り

か
ご
の
中
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
て
、
風

が
吹
く
と
ゆ
り
か
ご
が
揺
れ
る
が
、

枝
が
折
れ
る
と
ゆ
り
か
ご
も
赤
ち
ゃ

ん
も
落
っ
こ
ち
て
し
ま
う
、
と
い
う

歌
ら
し
い
。
北
村
太
郎
は
、「『
大
き

な
枝
』
と
は
よ
う
す
る
に
子
ど
も
を
守

る
は
ず
の
社
会
そ
の
も
の
な
の
で
あ

る
」と
説
明
し
て
い
る
。

医療法人 和楽会
横浜クリニック院長

山中　学

大きな枝が折れる時



Que Será,Será

5

〈
坂
元  

薫
略
歴
〉

東
京
都
出
身
（
ル
ー
ツ
は
鹿
児
島
県

串
木
野
）。
1
9
8
2
年
東
京
医
科
歯

科
大
学
医
学
部
卒
業
。
1
9
8
5
年
〜

1
9
8
7
年
、
旧
西
ド
イ
ツ
政
府
給
費

留
学
生
と
し
て
ボ
ン
大
学
精
神
科
留

学
。
東
京
女
子
医
科
大
学
神
経
精
神
科

助
手
、
講
師
、
助
教
授
、
教
授
を
経
て

2
0
1
6
年
8
月
よ
り
赤
坂
ク
リ
ニ
ッ

ク 

坂
元
薫
う
つ
治
療
セ
ン
タ
ー
長
。

◆ ◆ ◆　双極性障害を知ろう２　◆ ◆ ◆
医療法人 和楽会　赤坂クリニック  坂元 薫  うつ治療センター長

坂 元 　 薫
　

米
国
で
は
2
0
0
0
年
ま
で
は
双

極
性
障
害
は
「
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
疾
患
」
と
も
言
わ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
の
後
急
速
に
関
心
が
高
ま
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
そ

れ
に
遅
れ
る
こ
と
7
、
8
年
し
て
か

ら
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
前
回
は
双
極
性
障
害
の

症
状
や
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
し
た
。
今
回
は
双
極
性

障
害
の
治
療
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
双
極
性
障
害
の
治
療

⃝
治
療
の
目
標

　

う
つ
病
の
治
療
で
は
、
落
ち
込
ん

だ
気
分
を
正
常
な
状
態
に
ま
で
回
復

さ
せ
る
の
が
目
標
に
な
り
ま
す
が
、
双

極
性
障
害
の
治
療
目
標
は
、
気
分
の

上
が
り
下
が
り
を
安
定
さ
せ
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　

双
極
性
障
害
も
、
う
つ
病
も
と
も
に

う
つ
状
態
を
起
こ
す
病
気
で
あ
る
た

め
、「
治
療
法
も
同
じ
で
問
題
な
い
の

で
は
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
双
極
性
障
害
を
う
つ
病
と
し

て
治
療
し
て
い
る
と
な
か
な
か
改
善
し

な
い
だ
け
で
な
く
む
し
ろ
症
状
が
悪
化

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
治
療
目
標
と
し
て
再
発
の
予

防
も
重
要
で
す
。
双
極
性
障
害
は
再
発

性
の
高
い
病
気
で
、
う
つ
状
態
や
躁
状

態
が
一
度
だ
け
で
す
む
こ
と
は
、
ま
ず

あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
を
受
け
ず
放
置
す

る
こ
と
で
、
た
と
え
症
状
自
体
が
自
然

回
復
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
間

に
起
こ
っ
た
社
会
的
損
失
の
回
復
は
困

難
で
す
。（
軽
）躁
状
態
を
通
じ
て
生
じ

た
多
額
の
負
債
、
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ

ル
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
離
婚
や
失
職

と
い
っ
た
問
題
は
、
医
療
で
は
解
決
で

き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
再
発
は
治
療
に
よ
り
予
防
で

き
ま
す
。
病
気
と
向
き
合
い
、
き
ち
ん

と
治
療
を
受
け
れ
ば
、
本
来
の
社
会
生

活
を
送
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
す
。

⃝
治
療
の
基
本
は
薬
物
療
法

　

双
極
性
障
害
の
治
療
の
基
本
は
薬
物

療
法
で
す
。
う
つ
状
態
と
躁
状
態
の
波

を
薬
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
き
ま

す
。
治
療
薬
は
、
気
分
安
定
薬
を
メ
イ

ン
に
、
抗
精
神
病
薬
、
抗
う
つ
薬
を
以

下
の
よ
う
に
状
態
に
応
じ
て
使
い
分
け

ま
す
。

　

な
お
気
分
安
定
薬
に
は
、
炭
酸
リ
チ

ウ
ム（
商
品
名
リ
ー
マ
ス
）、
ラ
モ
ト
リ

ギ
ン（
ラ
ミ
ク
タ
ー
ル
）、
バ
ル
プ
ロ
酸

（
デ
パ
ケ
ン
）、
カ
ル
バ
マ
ゼ
ピ
ン（
テ

グ
レ
ト
ー
ル
）な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

炭
酸
リ
チ
ウ
ム
が
そ
の
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
来
、

気
分
安
定
薬
と
は
躁
状
態
に
も
う
つ
状

態
に
も
有
効
で
さ
ら
に
予
防
効
果
も
持

つ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
炭

酸
リ
チ
ウ
ム
に
し
て
も
う
つ
状
態
に
対

す
る
効
果
が
十
分
で
は
な
い
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
て
、
残
念
な
が
ら
こ
う

し
た
効
能
効
果
を
完
全
に
満
た
す
理
想

的
な
気
分
安
定
薬
は
未
だ
な
い
の
が
現

状
で
す
。

□
躁
状
態
の
治
療

　

気
分
安
定
薬
あ
る
い
は
非
定
型
抗
精

神
病
薬
の
い
ず
れ
か
を
単
独
で
使
用
し

ま
す
。
躁
状
態
の
程
度
が
重
い
場
合
な

ど
に
は
、
両
者
の
併
用
が
必
要
と
な
り
、

ま
た
入
院
治
療
を
要
す
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

□
う
つ
状
態
の
治
療

　

前
回
お
話
し
し
た
よ
う
に
双
極
性
障

害
で
最
も
長
い
の
は
う
つ
状
態
の
時
期

で
す
が
、
こ
の
時
期
の
治
療
は
困
難
な

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
原
則
と

し
て
気
分
安
定
薬
あ
る
い
は
非
定
型
抗

精
神
病
薬
を
単
独
で
用
い
ま
す
。
現
在
、

日
本
で
双
極
性
う
つ
病
に
適
応
を
有
す

る
薬
剤
は
非
定
型
抗
精
神
病
薬
の
オ
ラ

ン
ザ
ピ
ン（
ジ
プ
レ
キ
サ
）と
ク
エ
チ
ア

ピ
ン
徐
放
剤（
ビ
プ
レ
ッ
ソ
）の
2
つ
の

み
で
す
。

　

う
つ
状
態
が
な
か
な
か
よ
く
な
ら
な

い
場
合
な
ど
に
は
、
気
分
安
定
薬
や
非

定
型
抗
精
神
病
薬
に
抗
う
つ
薬
を
併
用

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
う
つ

病
と
は
違
い
、
う
つ
状
態
で
あ
っ
て
も

原
則
的
に
抗
う
つ
薬
を
単
独
で
使
用
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
抗
う
つ
薬
だ

け
服
用
し
て
い
る
と
、
躁
状
態
に
な
り

や
す
く
な
っ
た
り
、
躁
状
態
と
う
つ
状

態
を
何
度
も
繰
り
返
し
起
こ
す
よ
う
に

な
る
こ
と（
急
速
交
代
型
と
呼
び
ま
す
）

が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
抗
う
つ
薬
の

使
用
法
の
違
い
が
う
つ
病
と
双
極
性
障

害
の
薬
物
治
療
の
最
も
異
な
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
気
分
安
定
薬
あ
る
い
は
非
定
型

抗
精
神
病
薬
と
抗
う
つ
薬
を
併
用
し
て

う
つ
状
態
が
改
善
し
た
場
合
に
は
、
早

め
に
抗
う
つ
薬
は
減
量
し
て
中
止
と
す

る
の
が
原
則
で
す
。
ま
た
抗
う
つ
薬
を

服
用
し
て
い
る
と
き
は
、
い
つ
も
よ
り

躁
転（
う
つ
状
態
か
ら
躁
状
態
に
移
行

す
る
こ
と
）に
用
心
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。
た
と
え
ば
、
睡
眠
時
間
が
短
く

な
り
、
朝
早
く
起
床
す
る
よ
う
に
な
っ

た
り
、
買
い
物
が
増
え
た
り
、
い
つ
も

よ
り
お
し
ゃ
べ
り
に
な
っ
た
り
、
イ
ラ

イ
ラ
が
ひ
ど
く
な
り
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ

た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
抗

う
つ
薬
は
即
時
中
止
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
な

る
べ
く
早
く
受
診
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

□
混
合
状
態
の
治
療

　

気
分
は
沈
ん
で
い
て
う
つ
病
の
よ
う

に
見
え
て
も
、
よ
く
見
る
と
多
弁
、
活

動
的
、
色
々
な
考
え
が
次
々
と
浮
か
ん

で
く
る
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る
の
が

混
合
状
態
で
す
。
こ
の
状
態
を
普
通
の

う
つ
病
だ
と
思
っ
て
抗
う
つ
薬
を
服
用

す
る
と
、
病
状
が
悪
化
し
た
り
不
安
定

に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
自
傷
行
為
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
混
合
状
態
で
は
原
則
と
し
て
抗
う

つ
薬
は
中
止
す
べ
き
で
す
。
混
合
状

態
に
は
、
非
定
型
抗
精
神
病
薬
や
気

分
安
定
薬
を
単
独
あ
る
い
は
併
用
で

使
用
し
ま
す
。

□
再
発
予
防
と
し
て
の
治
療

　

気
分
安
定
薬
あ
る
い
は
非
定
型
抗
精

神
病
薬
を
単
独
で
用
い
ま
す
が
、
薬
物

療
法
が
適
切
に
行
わ
れ
る
た
め
に
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

細
は
次
回
お
話
し
し
て
行
き
ま
す
。

　

双
極
性
障
害
の
薬
物
療
法
を
受
け
る

と
き
は
、
必
ず
専
門
医
の
診
察
を
受
け
、

患
者
さ
ん
に
合
っ
た
薬
を
処
方
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
2
週
間

～
1
カ
月
に
1
回
は
診
察
を
受
け
、
薬

を
飲
み
続
け
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
中
に

は
、
し
ば
ら
く
は
薬
を
飲
ん
で
い
て
も
、

少
し
良
く
な
っ
て
や
め
て
し
ま
う
方
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
再
発

を
繰
り
返
し
た
り
、
病
状
が
重
く
な
っ

て
最
悪
の
事
態
を
招
く
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
気
分
安
定
薬
の
う
ち
も
っ
と

も
使
用
頻
度
が
高
い
炭
酸
リ
チ
ウ
ム
に

は
、
の
ど
の
渇
き
、
多
飲
、
頻
尿
、
手

の
ふ
る
え
、
下
痢
な
ど
の
副
作
用
が
比

較
的
あ
ら
わ
れ
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
治
療
に
必
要
な
量
と
中
毒

を
起
こ
す
量
と
が
近
い
た
め
に
起
こ
る

問
題
で
す
。
炭
酸
リ
チ
ウ
ム
を
服
用
す

る
場
合
は
、
と
き
ど
き
血
液
検
査
で
血

中
濃
度
を
測
り
、
安
全
な
用
量
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
副
作
用
が
あ

ら
わ
れ
た
と
き
は
、
早
め
に
医
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
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ほ
ぼ
三
十
年
ぶ
り
に
水
俣
を
訪

れ
た
。

　

古
く
か
ら
の
友
人
藤
野
糺
さ
ん
が

若
月
賞
を
受
け
た
祝
賀
記
念
会
が
熊

本
市
で
開
か
れ
、
そ
れ
に
出
席
す
る
の

を
機
に
水
俣
に
足
を
延
ば
し
た
の

だ
っ
た
。
こ
の
賞
は
、
長
野
県
佐
久
市

で「
農
村
医
学
」を
創
め
、
佐
久
総
合
病

院
に
発
展
さ
せ
た
若
月
俊
一
に
ち
な

む
も
の
で
、
長
年
地
道
に
地
域
医
療
に

献
身
し
た
医
師
に
与
え
ら
れ
る
。

　

一
九
七
三
年
夏
、
熊
本
大
学
医
学
部

原
田
正
純
助
教
授
が
水
俣
で
、
水
俣
病

に
つ
い
て
の
講
習
会
を
開
い
た
。
わ
た

し
は
当
時
東
京
都
立
衛
生
研
究
所
に

勤
め
て
い
た
が
、
同
僚
と
そ
れ
に
参
加

し
た
。
ち
ょ
う
ど
メ
チ
ル
水
銀
と
セ
レ

ン
と
い
う
い
ず
れ
も
強
い
毒
物
の
相

互
作
用
を
調
べ
て
い
た
。

　

水
俣
病
の
原
因
物
質
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
チ
ッ
ソ（
旧
称
新
日
本
窒
素
肥

料
）水
俣
工
場
が
、
水
俣
湾
に
だ
し
て

い
た
廃
水
に
含
ま
れ
る
メ
チ
ル
水
銀

だ
が
、
こ
れ
は
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
や
マ

グ
ロ
の
筋
肉
な
ど
の
生
体
に
も
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
マ
グ
ロ

の
多
食
は
安
全
か
ど
う
か
を
疑
っ
た

と
き
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
マ
グ
ロ
の
卸

を
す
る
大
物
業
界
の
人
の
話
を
聞
い

た
。
そ
こ
に
は
七
代
も
続
い
た
会
員
の

家
も
あ
っ
た
が
、
奇
病
の
類
が
あ
っ
た

記
録
は
な
い
。
マ
グ
ロ
の
骨
に
つ
い
て

い
る
肉
を
そ
ぎ
取
り
、
酒
の
肴
に
一
日

に
「
一
升
も
二
升
も
」
食
べ
る
剛
の
者

が
い
る
の
で
、
わ
た
し
は
彼
ら
の
間
に

水
俣
病
患
者
に
多
い
手
足
の
し
び
れ

の
よ
う
な
感
覚
障
害
を
示
す
も
の
が

い
る
か
ど
う
か
を
た
ず
ね
た
が
、
そ
ん

な
者
も
い
な
い
と
い
う
。

　

マ
グ
ロ
は
、
わ
た
し
を
含
め
、
ト

ロ
で
も
赤
身
の
鉄
火
で
も
好
き
な
人

は
多
い
。
マ
グ
ロ
多
食
は
本
当
に
安

全
か
そ
う
で
な
い
の
か
迷
っ
て
い
た

一
九
七
二
年
、
ア
メ
リ
カ
の
H
E
ガ
ン

サ
ー
ら
が
マ
グ
ロ
肉
に
は
セ
レ
ン
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
メ
チ
ル
水
銀

の
毒
性
を
弱
め
る
の
で
は
な
い
か
と

報
告
し
た
。

　

こ
の
報
告
は
、
熊
本
大
学
の
研
究
者

た
ち
が
一
九
六
〇
年
ま
で
に
見
出
し

て
い
た
水
俣
病
に
つ
い
て
の
奇
妙
な

事
実
に
説
明
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
。

　

水
俣
の
猫
が
狂
っ
た
よ
う
に
な
り
、

海
に
飛
び
込
ん
で
死
ぬ
と
い
う
現
象

は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
観
察
さ
れ
、

そ
の
う
ち
に
人
に
も
奇
妙
な
症
候
を

示
す
も
の
が
現
れ
は
じ
め
た
。
熊
本
大

学
の
研
究
班
が
水
俣
に
持
ち
込
ん
だ

健
康
な
猫
も
、
魚
を
食
べ
て
狂
い
死
に

を
し
た
。（
熊
本
大
学
研
究
班
は
こ
の
事

実
に
基
づ
き
、
厚
生
省
に
漁
獲
禁
止
を

申
し
入
れ
た
が
一
蹴
さ
れ
て
い
る
）

　

こ
れ
ら
の
猫
の
臓
器
に
は
、
予
期
さ

れ
た
よ
う
に
メ
チ
ル
水
銀
が
見
つ

か
っ
た
が
、
セ
レ
ン
も
見
出
さ
れ
た
。

セ
レ
ン
は
魚
に
は
含
ま
れ
て
い
る
物

質
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
水
俣
か
ら
十
キ
ロ
北
の

計
石
と
い
う
対
照
地
区
と
し
て
選
ん

だ
漁
村
の
「
健
康
な
」
猫
を
調
べ
て
み

る
と
、
そ
の
臓
器
に
は
、
水
俣
の
狂
い

死
に
し
た
猫
よ
り
も
は
る
か
に
高
濃

度
の
水
銀
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

同
時
に
ま
た
高
濃
度
の
セ
レ
ン
が
検

出
さ
れ
た
。

　

な
ぜ
か
。

　

メ
チ
ル
水
銀
も
、
セ
レ
ン
も
毒
性
物

質
で
あ
る
。
熊
本
大
学
の
研
究
者
た
ち

が
、
も
し
二
つ
の
毒
性
物
質
が
相
互
に

作
用
し
、
そ
の
毒
性
を
消
し
合
い
、
無

害
な
物
質
に
変
化
す
る
可
能
性
を
思

い
つ
い
て
い
れ
ば
、
こ
の
謎
は
解
け
て

い
た
だ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
計
石
の
猫
は
、
水
俣
か
ら

十
㎞
北
に
離
れ
た
場
所
に
い
た
た
め
、

魚
と
と
も
に
体
内
に
は
い
っ
て
く
る

メ
チ
ル
水
銀
の
摂
取
速
度
は
水
俣
に

お
い
て
よ
り
ず
っ
と
遅
か
っ
た
。
ゆ
え

に
魚
肉
中
の
セ
レ
ン
が
、
メ
チ
ル
水
銀

と
作
用
し
あ
い
無
毒
な
物
質
を
つ
く

る
余
裕
が
あ
っ
た
。
無
毒
で
あ
れ
ば
、

高
濃
度
に
蓄
積
さ
れ
て
も
「
健
康
に
」

生
き
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

先
に
触
れ
た
原
田
正
純
先
生
は
、
そ

の
日
の
講
習
会
の
後
、
水
俣
病
の
患
家

に
希
望
者
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。

　

患
者
さ
ん
は
長
身
で
顔
立
ち
の

整
っ
た
和
服
を
着
た
中
年
女
性
だ
っ

た
。
畳
の
上
を
、
倒
れ
ま
い
と
用
心

す
る
よ
う
に
す
り
足
で
歩
く
の
が
印

象
的
だ
っ
た
。
先
生
が
足
の
感
覚
を

調
べ
る
か
ら
横
に
な
っ
て
い
た
だ
け

ま
す
か
、
と
頼
む
と
彼
女
は
あ
お
む

け
に
横
た
わ
っ
た
。
と
、
彼
女
の
下
肢

が
ギ
ュ
ー
ッ
と
動
い
て
膝
の
あ
た
り
で

交
差
し
た
。
わ
た
し
は
鳥
肌
が
立
っ

た
。
ラ
ッ
ト
の
メ
チ
ル
水
銀
中
毒
の
神

経
症
状
は
、
尻
尾
を
つ
か
ん
で
ぶ
ら
下

げ
る
と
後
肢
を
交
差
す
る
も
の
で
、

日
々
わ
た
し
が
自
分
で
観
察
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

　

講
習
会
後
、
原
田
先
生
に
自
分
も
水

俣
病
の
人
た
ち
を
診
る
こ
と
は
可
能

か
を
た
ず
ね
た
。
そ
の
時
紹
介
し
て
く

れ
た
彼
の
後
輩
が
、
水
俣
診
療
所
を

つ
く
り
診
療
活
動
を
始
め
て
い
た
藤

野
糺
だ
っ
た
。
そ
の
診
療
所
は
ほ
ど

な
く
水
俣
協
立
病
院
と
い
う
地
域
の

一
中
核
病
院
に
成
長
し
た
。
わ
た
し
は

一
九
七
四
年
か
ら
一
九
八
七
年
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
毎
夏
、
短
期
で
は
あ
る
が
、

こ
こ
で
診
療
と
往
診
に
た
ず
さ
わ
り
、

当
直
も
し
た
。
こ
の
当
事
者
で
は
な
い

が
、
十
年
以
上
ほ
ぼ
定
期
的
に
現
場
に

入
り
、
観
察
を
続
け
た
体
験
は
、
環
境

汚
染
の
臨
床
と
疫
学
と
い
う
視
点
か

ら
、
水
俣
病
の
発
生
と
拡
大
と
変
遷
を

概
観
さ
せ
て
く
れ
た
。

　

水
俣
病
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
た
ち

が
記
載
し
た
典
型
的
な
ハ
ン
タ
ー
・

ラ
ッ
セ
ル
症
候
群
：
求
心
性
視
野
狭

窄
、
小
脳
失
調
、
難
聴
、
構
語
障
害
、

四
肢
の
感
覚
障
害
と
い
う
重
度
の
症

状
と
徴
候
が
そ
ろ
う
場
合
か
ら
、
四
肢

の
手
袋
あ
る
い
は
足
袋
状
の
感
覚
障

害
の
み
に
至
る
ま
で
広
く
ば
ら
つ
く
。

　

一
九
五
八
年
、
チ
ッ
ソ
が
メ
チ
ル
水

銀
を
高
濃
度
に
含
む
排
水
を
、
不
知
火

海
に
そ
そ
ぐ
水
俣
川
河
口
に
直
接
出

す
よ
う
に
な
り
、
魚
類
の
汚
染
は
一
挙

に
不
知
火
海
一
帯
に
広
が
っ
た
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
海
で
と
れ
た
魚

を
食
べ
た
人
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ

チ
ッ
ソ
水
俣
工
場
由
来
の
メ
チ
ル
水

銀
を
摂
取
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

東
京
と
い
う
大
都
会
か
ら
来
た
私

に
は
、
こ
の
地
域
に「
恥
の
文
化
」が
根

付
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
倫
理
意

識
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
地
域

に
受
け
つ
が
れ
て
き
た
正
常
な
「
普

通
」
の
生
活
パ
タ
ー
ン
か
ら
外
れ
る
こ

と
に
、
き
わ
め
て
強
い
恥
ず
か
し
さ

と
嫌
悪
感
を
生
じ
や
す
い
心
理
と
言

え
よ
う
。

　

よ
だ
れ
を
流
し
何
か
聞
き
取
れ
な

い
こ
と
を
話
し
、
座
り
込
ん
で
い
る
奇

病
患
者
へ
の
差
別
感
覚
は
、
協
同
社
会

で
異
質
な
行
い
を
す
る
者
を
受
け
入

れ
な
か
っ
た
り
、
水
俣
病
の
補
償
を
も

ら
っ
た
者
へ
の
羨
望
と
嫌
悪
と
同
質

な
倫
理
感
覚
で
あ
ろ
う
。

　

水
俣
病
患
者
の
掘
り
起
こ
し
を
始

め
、
そ
し
て
そ
れ
を
続
け
る
藤
野
も
当

初
差
別
さ
れ
、
土
地
の
医
師
会
に
入
る

こ
と
も
拒
否
さ
れ
た
。
が
、
彼
は
め
げ

な
か
っ
た
。
し
か
も
水
俣
病
患
者
に
は

リ
ハ
ビ
リ
が
大
切
だ
と
し
て
、
看
護
婦

長
の
上
野
恵
子
を
中
心
に
訪
問
看
護

を
行
っ
た
。
訪
問
看
護
が
正
式
に
医
療

行
為
と
し
て
診
療
報
酬
が
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
八
四
年

だ
か
ら
、
そ
の
前
十
年
間
も
無
報
酬
で

訪
問
看
護
を
行
っ
て
い
た
の
だ
。

　

二
〇
〇
九
年
、
大
規
模
掘
り
起
こ
し

検
診
「
不
知
火
海
沿
岸
住
民
健
康
調

査
」
で
は
、
受
診
者
は
一
〇
四
四
人
に

の
ぼ
っ
た
が
、「
初
め
て
検
診
を
受
け
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〈
大
井
　
玄
略
歴
〉

一
九
三
五
年
生
ま
れ
。

一
九
六
三
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
。

東
京
大
学
名
誉
教
授
。

元
国
立
環
境
研
究
所
所
長
。

臨
床
医
の
立
場
を
維
持
し
な
が
ら
国
際

保
健
、
地
域
医
療
、
終
末
期
医
療
に
か

か
わ
っ
て
き
た
。

● 野鳥図鑑 ●
フクロウ博士の

　　チョッと一言

撮影　日本野鳥の会　岐阜代表　大塚之
ゆ き と し

稔

世間の鬼には勝てても
己の心の鬼に

勝つのが難かしい
荒 了寛カレンダーより

荒 了寛 （1928－2019）福島県生まれ。
1970年初頭にハワイ天台宗ハワイ別院
初代開教総長として渡り、宗派を超え
た活動として日本文化の普及を始め、
後に、「ハワイ美術館」を作った。自ら
仏画も描き、宗教、芸術、教育、歴史
と幅広い分野で活躍した。日米友好、
相互理解に尽力し2011年外務大臣賞受
賞、2018年に旭日双光章を受章。著書

「いきるとはなあ」など多数。

【ヤマドリ】
　深い森の中にいてなかなか姿が見られず、一度は
写真に撮ってみたいと思っていたところ、人に向か
ってくるヤマドリがいるという話を聞いて出かけて
みた。長い尾を持った立派な雄で、なわばりの中に
入ってくる人間に対し威嚇してくるようだ。
　攻撃を避けながら写真を撮り、早々にその場を離
れた。

た
」
人
が
八
九
％
に
達
し
た
。
未
受
診

の
理
由
は
、
四
六
％
が
「
差
別
が
あ
る

か
ら
」、
四
一
％
が
「
情
報
が
な
か
っ

た
」だ
っ
た
。
最
高
裁
の「
感
覚
障
害
だ

け
の
患
者
で
も
水
俣
病
」
と
い
う
判
決

が
出
て
五
年
た
っ
た
時
点
で
あ
る
。

　

メ
チ
ル
水
銀
に
汚
染
さ
れ
た
魚
を

食
べ
な
く
て
も
、
手
足
の
し
び
れ
、
難

聴
な
ど
は
加
齢
と
と
も
に
増
え
る
。
そ

れ
が
メ
チ
ル
水
銀
に
起
因
す
る
か
ど

う
か
を
考
慮
す
る
に
は
、
不
知
火
海
の

魚
を
食
べ
て
い
た
と
い
う
疫
学
的
証

拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
九
八
八
年
、
藤
野
た
ち
は
チ
ッ
ソ

水
俣
工
場
か
ら
南
西
一
二
キ
ロ
に
あ

る
桂
島
住
民
全
員
の
一
斉
検
診
を

行
っ
た
。
対
照
調
査
地
区
は
、
奄
美
大

島
の
西
阿
室
地
区
だ
っ
た
。

　

予
期
さ
れ
た
よ
う
に
、
桂
島
の
住
民

に
「
精
神
神
経
症
状
」
が
現
れ
る
頻
度

は
断
然
高
か
っ
た
。
し
か
も
桂
島
の
住

民
に
は
、
居
住
年
数
の
長
い
も
の
ほ

ど
、
言
い
か
え
れ
ば
メ
チ
ル
水
銀
に
汚

染
さ
れ
た
魚
介
類
を
食
べ
る
量
の
多

い
者
ほ
ど
、
手
足
末
梢
の
感
覚
障
害
、

運
動
失
調
、
視
野
狭
窄
、
難
聴
、
お
よ

び
構
音
障
害
と
い
う
、
メ
チ
ル
水
銀
の

基
本
症
状
と
い
わ
れ
る
五
つ
の
症
状

が
高
頻
度
で
現
れ
て
い
た
⑴
。

　

環
境
毒
性
学
の
表
現
で
言
う
な
ら

ば
、「
量
・
反
応
関
係
」が
認
め
ら
れ
た
。

つ
ま
り
体
内
に
入
る
毒
物
の
量
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
典
型
的
な
症
状
群

が
出
そ
ろ
う
の
で
あ
る
。

　

今
回
訪
れ
た
水
俣
は
、
わ
た
し
の
記

憶
か
ら
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
い
た
。
水

俣
湾
の
大
部
分
は
埋
め
立
て
ら
れ
公

園
に
変
わ
っ
て
い
た
。
く
す
ん
だ
木
造

の
水
俣
駅
は
明
る
い
新
し
い
建
物
に

な
っ
て
い
た
が
、
民
営
化
さ
れ
て
い

た
。
九
州
新
幹
線
が
開
通
し
、
新
水
俣

駅
が
鹿
児
島
寄
り
の
町
は
ず
れ
に
で

き
て
い
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
往
診
の

途
中
憩
っ
た
街
の
裏
山
の
道
沿
い
に

は
、
あ
い
か
わ
ら
ず
ハ
ゼ
の
木
々
が
葉

を
キ
ラ
キ
ラ
と
翻
し
て
い
た
。

　

不
知
火
海
は
、
人
間
の
悲
鳴
や
、
う

め
き
や
、
怒
号
や
泣
き
声
な
ぞ
一
切
知

ら
ぬ
げ
に
、
穏
や
か
だ
っ
た
。

文
献

⑴ F
ujino, T

.,K
um
am
oto M

edical 

Journal、
44:139-155,1994
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赤坂クリニック INFORMATIONS

Tel  052-453-5251 Tel  045-317-5953Tel  03-5575-8198

【マインドフルネス】 月曜～土曜 レギュラークラス
WEB予約受付開始します！当日予約・キャンセル手続きも可能です。
どうぞ、ご利用ください。
http://www.fuanclinic.com/wsc/program/mptp

プログラム、スケジュー
ルなど最新情報はWeb
をご覧ください

初診をご希望される方は、Web予約が可能となりました。
24時間いつでもご都合の良い時に、右記の予約フォームに
入力・送信していただくと、2診療日以内にお返事させてい
ただきます。 http://fuanclinic.com/reservation/

初診予約フォーム

／なごやクリニック INFORMATIONS 横浜クリニック INFORMATIONS

◆ 不安の医学 第27回 都民講演会
テーマ：パニック症　会　場：早稲田大学 国際会議場
日　時：令和2年2月16日(日)13：30～17：00（開場13：00）

◆ 不安の医学 第16回 横浜講演会
テーマ：パニック症　会　場：はまぎんホール ヴィアマーレ
日　時：令和2年3月29日(日)14：30～16：30（開場14：00）

◆ 不安の医学 第26回 市民講演会（なごや）
テーマ：パニック症
会　場：TKPガーデンシティPREMIUM名古屋新幹線口   
　　　　 （井門名古屋ビル）7階
日　時：令和2年2月15日(土)13：30～15：45（開場13：00）　

【講演会開催のご案内】

障害者自立支援法の「自立支援医
療費制度（精神通院）」により、収
入に応じて医療費を軽減するこ
とができます。ご希望の方は受
付までお問い合わせください。

和楽会からのお知らせ

医療費の負担について

和楽会ホームページ
がリニューアルオー
プンしました。

【女性メンタルヘルス外来 OHANA プログラムのご案内】
OHANAは、妊娠を希望される方、妊産婦、子育て中の母親向けプログラムです。

育児中の心理士によるグループ療法です。参加者募集中。
◦産前グループ療法： 毎週水曜開催　◦産後グループ療法：火曜日開催

※いずれも入場無料、事前予約は不要。
　詳しい内容は、和楽会ホームページまたは今後院内で配布予定の
パンフレットをご覧ください。

【Web予約システムの変更】
令和2年1月20日(月)の予約から、Web予約システムが変更となります。
クリニックから休診等のお知らせを受け取ることが出来るので、
メールアドレスまたはLINEアカウントのご登録をお願い致します。
初診予約も可能です。 https://akasakaclinic.mdja.jp/


